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２１世紀といえば１０年以上先で，蝋来年のこと

を言うと鬼が笑うというのに，５年も先のことで

は鬼が笑うのに困るのではないか……、といった

せりふを思い出す。１０年一昔といった時代でさ

え，来年のことは判りにくかったものである。ま

して昨今は，５年一昔どころかもっと短縮してい

るかもしれない。これは技術革新による新しい物

や情報が，次々と供給されてゆくからに他ならな

いのだが，このような状況の中では，２１．世紀は

遥かな未来で，容易に予見しにくい将来のようで

もあり，鬼も笑うどころか顔がゆがんでくるので

はないかと不安感が去来する。しかしながらその

なかで，容易に変化しないもの，あるいは変化さ

せてはならない面，たとえば緑の自然のようなも

のもあり，それらを正しく識別整理し，認識を新

戸。

鑑鑑識蕊

鍵癖鋳！

１．はじめに

次
画
室
三
一

農 学部分館長伏見知道

たにしてゆくことが大切であろう。

2．大学の量的発展と質的展開

現在の大学制度は，旧大学制度から脱皮し，限

られた数の学生のエリート的教育から，大量の学

生を教育する方式に転じたもので，既に３８回の

学生を迎えている。いわゆる戦後の，この教育改

革に際しては「１県１総合大学の構想」がうたわ

れ，最近になって各県に医学部または医科･大学が

設立されるに及んで，ようやく達成されている。

大量の学士を，同時に社会に送り出してどうする

つもりなのか……という批判も当然あったが，こ

れについては，「教養ある社会人を育成する」とい

う趣旨であり，大学での専攻と直接関係しない社

会分野で活動する人達があっても結構，むしろ，

それを期待する気持が底流にあったように思う。

現在，「駅弁のある所に大学あり」という状況3か
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ら更に，大学の数量的拡大が続いているのである

が，今や２１世紀を目前にして，新たな技術革新・

情報社会の展開を踏まえて，大学は今までにない

形で，量から質的展開が求められてきている。こ

のような'情況の中で，大学図書館はどう在るべき

なのであろうか。

3．大学附属図害館の整備

情報社会においては，社会を動かしてゆく機能

の基礎を情報が構成してゆくのであるから，良質

の情報をより多く収集蓄積し，随時利用できる施

設設備を確保してゆかねばならない。情報化が進

むのに伴い，情報産業対応要員が不足するという

ことで，‘情報工学科の新設が承られる。しかし，

情報産業は，それ単独で経済成長を主導すること

はできないし，その意味で，工業システムを支え

ているとは言いにくい点があることに注意が必要

である。

情報社会をもたらしたものは，戦後第二の技術

革新の主役になったＩＣであろう。動力コントロ

ールのＩＣ化が産業に普及しているのだが，ＩＣ

化したコントロールは，従来の機械的制御システ

ムを，（センサー・ＩＣ・作動部)という迂回シス

テムに換えることであり，性能を改善している反

面，複雑な構成になり，耐久性や故障修理という

点では，機械的制御システムに比べ不利である。

高価値のＩＣをほとんど無価値に等しい畦砂から

製るには，多量のエネルギー（電力）と高純度の

水が必要である。現在石油エネルギーによって，

技術革新がもた'うされ社会が支えられているｏし

かし石油は有限，現在石油に替るものとして考え

られている代替エネルギーは，労働生産性が低い

だけでなく，資本生産性においても劣っている。

したがって石油に依存しないとなると，長期的に

は工業システムを衰退させるおそれがあるｏ古代

文明が「水資源の枯渇を越えては生きのびられな

かった」ことを思い出すべきではなかろうか。こ

のような，利用可能のエネルギー資源が有限であ

るという認識から，今までのような生産性絶対主

義ではなく，「人間生活や生産活動」を「エネルギ

ー環境」とのバランスに照らして考えてゆかねば

ならないし，また「人間生活の内面的充実」が見

直されてゆくべきであるとの見方が注目されつつ

ある。このような状況は，充実された図書館の存

在を,ますます有意義なものとしてゆくであろう。

情報化が進む中で，中央集中化傾向が強くなっ

ているけれども，情報は任意にどこの地方でも利

用できるのでないと，いわゆる’地方の時代もＵ

ターンし，形骸におわってしまうおそれがある。

地方の独自性を打ち出し確立してゆくためにも，

情報センターとしての図書館の役割が不可欠であ

ろう。特に地方国立大学の附属図書館としては，

学術情報の地域センターとしての機能を拡充し，

地方にも貢献することが，その使命の一つとなる

ものであろう。次には，有限ではあるが再生産可

能なエネルギー源であるところの生物資源に関す

る強力な情報センターの存在が重視されよう。こ

れは現在，、先進国の浪費と途上国の貧困とが人

間環境を破壊する蝋のを防ぐことが，地球規模で

重要な課題になってきている点からも，うなづけ

るであろう。

以上のような観点から，附属図書館の機能向上

についても，現在一般的なニューメディアを活用

した設備による質的改善が求められることはいう

までもあるまい。附属図書館の総合的整備計画の

中で，農学部分館の新営も計画されているが，そ

の具備すべき要件を，次のように構想している。

（１）生物資源学術情報センターとしての機能

本学は昭和60年度から，高知大及び香川大を

加えた大学院連合農学研究科の基幹大学として，

中心的役割を果すことになり，農学部自体も，農

林水産生物を経済的及び市街部に対する環境的資

源と見て，それらの育成・管理について攻究する

方向で見直し拡充を検討してきている。更に農学

部の教育研究の現状と資源生物の渡来経過から，

アジア南部地域も対象にした，西日本における生

物資源学術‘情報センターとして機能する図書館を

目指す。

（２）地域に対する専門図書館としての機能

情報社会では，附属図書館の有する資料収集・

情報提供機能こそ，地方国立大学が地域社会に貢

献できる，最も手っとり早くまた，有益な道では

なかろうか。大学以外の，広く開かれた利用者が

教育研究上で使いやすいよう，開かれた専門図書

館としての機能を備えてゆくことが必要であろ

う。四国地域が，西瀬戸経済圏構想の主要基盤で
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あり，また国内の主要な総合的食糧牛産基地の１

つでもあるので，生物資源学術情報の地域に対す

る重要性が，増大するにちがいないからである。

（３）学習利用のための多機能性

大学院及び学部の学生・教職員を始め，開かれ

た利用者が，いろいろな形式で活用できる多機能

性を備える必要がある。ニューメディア機器は，

一般的管理・サービス面から，これを支えるであ

ろうし，また視聴覚機器として，個人的あるいは

複数利用者による同時学習空間にも備えられねば

ならない。更に限られた空間の有効活用を目指し

翻訳を考える

現在我が国で翻訳書はどのくらい出ているだろ

うか。おそらくその数は新刊書を含めかなりの量

を占めるにちがいない。ヨーロッパの歴史と文化

に関心をもつ１人として，いろいろな本が翻訳さ

れるのは喜ばしいことであるし，実際恩恵を受け

ている。しかし今出ている翻訳書の訳文はこれで

よいのだろうか，つれづね疑問を抱いていた。要

するに翻訳が分かりにくいのであるＯそんな折り

たまたま別宮貞徳『誤訳迷訳欠陥翻訳』以下の

本を手にしたｏある雑誌の「欠陥翻訳時評」と銘

打った連載を一冊にまとめたのだが，こうして問

題のある翻訳を，一堂にずらりと並べて示される

と，やはり今出ている翻訳には問題が多いのだな

と改めて驚かされる。よくもこんなずさんな翻訳

が出版されるものだ，と目を疑うほどであるＯは

っきりいって本書は誤訳摘発の本である。しかも

峻厳この上ない告発の書である。しかし何をもっ

て誤訳とするか，良い翻訳とは何か，その判断は

なかなか難しいと思う。20年も前になるが，こん

なことがあった。

グロータース神父という，オランダ語とフラン

ス語を母国語として育ち，オランダ語と近縁の英

語．ドイツ語はもちろん，中国語にも，その上に

滞日十数年の経験から日本語にも堪能な言語学者

が，誤訳を取り上げた本を書いた（『誤訳』三猪

堂，1967年)･真っ先に槍玉に上がったのが,イ

ギリスの現代小説イブリンーウォー『黒いいたず
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学内ＬＡＮによる情報の研究室直送機能の導入も

重視される。

4．おわりに

２１世紀を臨む附属図書館では，本館はもちろん

農学部分館の新営整備も望まれているのだが，国

際化してゆく情報社会の中で，緑に象徴される自

然を基盤にした生物資源学術情報の地域センター

として，恥かしぐない図書館機能の構築が達成さ

れることを，心から願っている。

石川勝

ら』（吉田健一訳）であった。「『黒いいたずら』

を手にして読んでゑて驚いた。本文の最初から誤

訳また誤訳である……ｏこんな誤りは高等学校の

語学教師が教室で指摘する種類のものである」と

手厳しい｡…ところがこれに対して永川玲二都立大

学助教授（当時）が間髪を容れず反論した。「満場

の視線を一身にあつめるその先頭の例を読んで…

･…･･私はびっくりしました。＜誤訳＞がちっとも

誤訳でない」それだけでなく「吉田健一氏のその

訳文がほとんど奇跡にちかい名訳であることに目

を承はったo」（『展望』１９６７年１２月)。この勝負

神父に分が悪かったようである。この翻訳がウォ

ーの「流暢な口語，ときに俗語をまじえた英語」

をうまく「流暢な,ときに俗語的な日本語に移植」

していることに気付かなかったのである。それで

もグロータース神父はこの例から，、やっつけ仕

事蝋,英語文化についての不十分な知識，英語その

ものの知識不足という問題を指摘しているし(『誤

訳新版』1979年)，翻訳のあるべき姿を豊富な実

例で示しており，また別の面白さがある。

別宮氏の本はどれも鬼面人を驚かす題名がつい

ているが，内容は至って真面目である。そこには

優れた翻訳とは何かを問いかける真剣な態度が見

られる。語学の知識はもちろん，言葉に対する鋭

い感受性，日本語の表現力，そしてなにより常識

が必要という。この本を読んで，翻訳は本当に難

い､，誤訳を避けることが決して簡単でない，と
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改めて思い知った。しかし別宮氏は枝葉末節にこ

だわっているのではない。翻訳者がもう少し細心

にして大胆な翻訳を心がけたならば随分と違って

くるのではないかといっている。翻訳が分からな

いのはこちらの頭が悪いのだ，と思う必要はない

し，分かりにくい所があったら翻訳を大いに疑っ

てよいのである。しかしそれでも問題は解決しな

い。読者は普通「欠陥翻訳」であることを知らず

に買わされるし，訳文がおかしいと思っても対照

する原書が手元になければ御手上げである。

優れた翻訳が多くあることも事実で，この小文

を読まれて，翻訳を読むのを止めようと思われる

人がいると困るけれども，翻訳をめぐる問題は決

して小さくはない。ここに取り上げられたのは特

にひどいものばかりとしても，ヨーロッパ語とま

ったく違った日本語を母国語として育ったわれわ

れは，翻訳なしにすべて原語で読むわけにゆかな

いからである。今よりも正確で読承やすい翻訳書

が多くなる日が果たして来るだろうか。別宮氏の

仕事のように，気長に，辛抱強く，その日が来る

のを待たなければならないようだ（別宮氏の本は

上に挙げたほか，『続誤訳迷訳欠陥翻訳』，『こ

んな翻訳読承たくない｣，『こんな翻訳に誰がし

た」がある。いずれも文塞春秋刊)。

（教育学部教授歴史学）

本，未知の世界への誘い

大学における専門分野を決める時，新入生の諸

君の多くはそれまでに教科書，参考書の類以外に

自分が興味を持ち読んだ本から大きな影響を受け

たであろうと思います。

さて希望学科に入学ができ，これから専門とす

る分野について関心，興味そして誰にも負けない

好奇心を持っていることと思うので，専門に関す

る本については扱置くとします。私は諸君に狭い

専門分野についてだけでなく，広く他の分野につ

いての本をも読むことを勧めたい。それにより他

の分野の物の見方，考え方の差異を学ぶことが出

来るからである。昔から、専門馬鹿w，という言葉

があるが，この意味を，専門以外のことは知らな

いではなく，専門のことはずば抜けて豊富で高い

学識を持つという意味に理解しなければ，これか

らの時代に取り残されてしまうであろう。現代は

常に他分野との間に新しい境界領域が開拓され，

これが日進月歩の時代である。これに対処する為

に常に自己の狭い専門以外の知識，考え方を取り

入れていかねばならない。それは文献，書物とい

われる物から取り入れることが多い。また他分野

との関連で，自己の専門分野の位置づけの新発見

または，再発見をすることもある。それゆえ他分

野の書物を読むことを諸君に大いに勧めるのであ

るｃ

三 島靖

次に書物には著者の思想や考え方が表れている

ので，常に批判精神を持って読むことが大切であ

る。これにより自己の考え方を発展させる新しい

発見の糸口を教えられることがある。批判精神を

忘れないことが大切である。

さて数日前になるが，物理学者の寺田寅彦全集

の最終巻が手元に届いた。この全集は戦後の混乱

も十分治まらぬ時代，私の在学した高校に全巻揃

って在り，それを読む機会に恵まれた。この本か

ら，私は多大の影響を受けた忘れ難い本である。

その全集の第一巻より引用する。、……唯書棚の

中に並んでいる書物の名を硝子越しに眺めるだけ

でも，自分には決して無意味ではなかった。唯そ

れだけで一種の興奮を感じ刺戟と鞭健を感ずる…

…w,現在の日本橋丸善では踏み台無しでは手が届

かぬ程の高い書棚にぎっしりと本が並び，寅彦時

代と違い，硝子など無い。すぐ手に取って見るこ

とが出来る。丸善は東京駅より遠からぬ所にある

ので，上京の折にはよく行くが，寅彦ならずとも

並んだ本の前に立ち手に取って頁をめくると，何

か興奮めいたものを感ずる。何故か？並ぶ本は自

分にとって未知の世界がその中に詰め込まれてい

るだけでなく，またその世界への地図であるから

ではないだろうか。そして未知の世界への誘いが

限りなく好奇心を駆り立てるからではないだろう

'‘鰯燕、
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もう少し引用する｡､……Ｐ君はこんなことを言

った。「書物は精神の外套でありネクタイであり

ブラシであり歯磨でないか，ある人には猿股であ

りステッキでないか｡」……蝋このＰ君の言葉は的

を射ているとおもうが，もう一つ私は、未知の世

界への地図蝋という言葉を追加すべきと考える。

図書館を利用して

私が大学生になって，最初の戸惑いは，自由な

時間があまりに多いことであったと記憶して居ま

す。この時間を多くの人は無意味に過ごしがちで

就職の決まる頃になって，蝋ああ，あの頃に……帆

と思う人も少なくない様です。晴れて大学生とな

られた皆さんに，自分自身の反省もこめて，これ
ｰ；し，

からの学生生活と図書館の利用について，私の経

験から少し話をしたいと思います。

大学の学習は，これまでとは一変して，専門的

知識のラッシュです。多くの人は，一生その分野
●’●

で生きてゆくのですから，嫌いでは済まされませ

ん。先づ専門分野に関する興味を育ててほしいと

思います。図書館には，各種雑誌や，日刊工業新

聞，日本経済新聞なども揃えられて居ます。大学

生としての一般常識と広い専門知識を身に付ける

という意味では有効でしょう。また，これからの

学習では，誰も今までのように，手とり足とり教

えてはくれません。皆さん自身で必要な‘情報を探

し出し，理解する習'慣を身に付けることが必要で

す。もっとも，そうならざるを得ないのですが…。

図書館には，膨大な数の蔵書が収められて居ま

す。日頃皆さんが目にする，開架閲覧室の他に，

書庫をはじめ，各学部の学科・研究室にも多数あ

図書館の思い出

新入生の承なさん，御入学おめでとうございま

す。承なさんが入学された愛媛大学には附属図書
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そこで我々は精神の世紀末的真冬の時代でも，

書物の外套で寒さから身を守り，ステッキや地図

を持ち，未知の世界の探検に行けば，そこは常春

の世界で真の宝を得ることができよう。終わりに

あたり一言，書物は我々に最大級の影響を与える

だけでなく，子孫への最大級の贈物の一つである

ことも忘れてならない。（理学部助教授物理学）

工学研究科電気工学専攻

新居田智彦

ります。依頼すれば，全国の図書館にも手配して

くれますから，皆さんの手にできる本は，正に無

限大です。本学の図書館内の蔵書だけでも，自分

の必要なものを見つけることは，意外に骨の折れ

る仕事です。既に貸し出されて居たり，研究室の

蔵書であったり，他分野の中に目的とするものが

あったりで，結局，満足のできるものが見つけら

れないこともしばしばです。３回生，４回生にな

って必要にせまられる前に，是非，糸口だけでも

つかんでおくべきです。

もう一つ自己反省を含め，皆さんに勧めておき

たいことがあります。それは，自分の専門とは異

なる分野の本を，少しでも読んでほしいというこ

とです。専門分野に長けているのはあたりまえ，

多様化している社会の中で，要求されるのは専門

の知識だけではないことを，卒業も近くなって痛

感するのです。それだけでなく，日常生活に於い

ても，こういった人と話をすると，とても魅力的

に感じます。

以上，私の反省から少し話をしましたが，新し

い大学生活に，胸をふくらませて居る皆さんのお

役に立てていただければ幸いです。

法文学部文学科

田村伸

館があるわけですが，図書館についての私の思い

出を含めて少し書きたいと思います。稚拙な文章
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で申し訳けありませんが，新入生の承なさんの学

生生活の一助になれば幸いです。

本当の事を正直にいいますと，私は２回生の後

期になるまで図書館を利用してはいませんでし

た。図書館にたちよることもほとんどなく，一年

と半年の学生生活を過ごしていたわけですが，今

から考えて承ると，とてももったいないことをし

ていたと思います。その間，私は講義には出席し

ていたものの，それは単なる出席であり，知識の

拡大・本当の勉強へとつながるものではなく，講

義の時点で停止してしまう大学入学までの勉強と

同じものであったからです。講義の内容を自分で

確認し，拡大させていく研究意欲に欠けていたの

です。承なさんには，入学した時から積極的に図

書館を利用してもらいたいのです。それが後にな

って必ず生きてくると思います。

２回生の後期からゼミがはじまることによって

私の図書館通いがはじまるわけですが，その成果

については聞かないで下さい。

図書館のカードを使って目当ての本を捜すわけ

ですが，開架の書架にその本を承つけても借りて

すぐ帰るということはありませんでした。借りて

帰る本は下宿に帰って読めるわけですから，その

時は必要なくてもタイトルを見て興味のある本は

そのタイトルが目にはいった時に読んでいきまし

た。このような乱読は，私の専攻分野である日本

史に限定されていたのではなく，寧ろ日本史以外

の本が圧倒的でした。大学においては専攻分野の

本の精読が必要なのは当然ですが，多方面にわた

る乱読も必要だと思います。私は乱読にぱかり精

を出してしまいましたが，専攻分野の精読は多方

面の乱読により，生きてくると思うのです。この

ような事をするのに図書館は最適だと思います。

４回生になると，書庫にはいることができま

す。書庫には一度はいって全ての階を回って承る

ことをお勧めします。書庫というのは一種の異世

界のようなものです。開架とは様子がまるで違う

ことがはいって承るとわかるはずです。私は，開

架の時と同じように書庫でも本を読承ましたが，

開架の場合よりもずっと楽しかったことを覚えて

います。書庫にある本はもう入手することが困難

な本ばかりですから，少しでも多種多様な本にふ

れて，承なさんの本当の勉強に役立てて下さい。

また，図書館は愛媛大学附属図書館だけを利用

するのではなく，お隣りの松山商大の附属図書館

や県立図書館をも利用することをお勧めします。

一冊でも多くの本を読んで，大学生活を有意義に

そして本当の勉強に役立てて下さい。

もう一人の先生としての図書館

小，中，高等学校と，図書館を小説，物語の類

の借り出しとしてしか利用しなかった頃と比べて

大学，とくに専門課程で勉強している現在では，

図書館の利用の仕方も異ってきています。

専門課程では，１回の授業の承では完全に消化

できない内容も多く，そんなとぎ，理解できなか

った箇所について図書館で調べることにしていま

す。つまり，もう１人の先生として図書館を利用

しているということです。この先生は，大変知識

が豊富で，私の今興味をもっていることについて

も応えてくれます。例えば，心電図について調べ

たいのなら，易しい本（心電図のＡＢＣ）から難

しい本まで，その時の自分のレベルに応じて借り

出して勉強できます。

医学部医学科

渡部一郎

この先生と仲良く付き合うためには，暇なとき

など館内をぶらぶら歩いて承ることも大切です。

どこにどんな本があるのか，新刊の有無など知っ

ておくことも大切です。本屋に立ち寄るような気

持ちで気軽に図書館へ足を運んで染ればいいと思

います。思わぬ本に出会うかもしれません。また

新聞や週刊誌もおいてあるので，社会‘情報のある

程度の収集にも役立ちます。その他，カード目録

の引き方，図書の予約申込承，文献複写利用など

の図書館利用法を知っておくと便利です。これら

を知っておくことによって,図書館を先生として，

十分にかつ楽しゑながら利用できます。たとえわ

からないことがあっても，親切な図書館の係の人

に尋ねれば，丁寧に教えてくれます。

β鰯､漆、

,蕊1露､、



健
政

(7)

図書館を利用する上で注意しておかねばならな

いことは，第一に静かに利用することです。グル

ープでのレポートあるいは勉強会のためか，大声

で討論していることがたまにありますが，他人の

迷惑になるので気をつけなければなりません。第

三に返却日を守ることです。私もついうっかりし

て返却日を超過してしまうことがあります。なか

には，何十日も延滞している人も承かけます。こ

の二つのことは，先生としての図書館に対するエ

チケットとして注意すべきことだと思います。

最後に，図書館をあまり利用していない人へ，

「図書館は，大変多くの知識をもった先生ですの

で,こちらから門戸を叩けば,必ず快く迎えてくれ

ます。大いに図書館を利用すべきだと思います｡」

愛媛大学附属図書館』業務電算化委員会の設置について

学術情報センターでは，昭和60年度から全国

の大学図書館を対象にして目録所在情報サービス

を行っている。すでに３０数館の大学図書館がセ

ンターと接続している。

愛媛大学附属図書館においても，学術情報セン

ターと接続して学術‘情報システムに参加すること

と，現在稼動中の閲覧業務，雑誌業務の両システ

ムの見直しも含めて，図書館業務全体の電算化を

検討するために，昭和61年１０月に附属図書館電

算化委員会を設置した。

/蕊騒1ヘ

愛媛大学附属図書館業務電算化委員会

総括責任者

事務部長

推進班

幹事整理課長

幹事補佐閲覧課長

〃 専門員

総務係長

受入係長

目録係長

医学部分館整理係長

閲覧係長

参考調査係長

学術雑誌係長

医学部分館運用係長

開発班

幹事受入係長

幹事補佐参考調査係長

目録係

目録係
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本学図書館の地域資料について

昭和５５年，「本学図書館と地域（愛媛県及び愛

媛県と密接な関係にある瀬戸内海圏を含む）との

相互協力は如何にあるべきか」について検討する

ことになり，その研究会である「在り方研」を発

足させ，当時の館長を中心に討議を重ねる一方，

この問題の具体化を図るため，愛媛県教育委員会

文化振興局並びに愛媛県立図書館と協議を進めた

結果，三者による「相互協力についての申合せ事

項」がまとまりました。

その大要については，本学図書館が図書館活動

を通じて，地域の学術・文化向上発展のため寄与

するとともに，地域においては愛媛県及び県下の

市町村の刊行する資料を本学図書館に提供する基

本的事項が促進されることが了解されました。
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急この申合せの成立を契機として地域の資料が多

数寄せられるようになり，現在その数１千点近く

に至っております。

又，この資料は図書館１Ｆ参考図書コーナーの

北側に配架し，自由に閲覧出来るよう配置してい

ます。このように年々増加する地域資料を紹介す

ることは，学内の利用者にとって役立つものと，

シリーズで紹介することといたしました。

本号では愛媛県市町村関係の東予編を，次号以

降中予編・南予編・愛媛県全般編及び愛媛県に関

係する資料編を順次紹介する予定です。

この地域資料が更に充実するよう各位の一層の

ご協力をお願いする次第です。

〔川之江市〕

川之江藩札史進藤直作196O

川之江市史第１輯古墳時代篇川之江市

教育委員会196O

川之江天領史進藤直作１９６５

川之江郷土物語森実善四郎１９６９

川之江市農業の現状と展望中国四国農政局

愛媛統計情報事務所三島出張所１９７３

尾藤二洲伝白木豊１９７９

川之江の地理愛媛県高等学校教育研究会1982

川之江市の農林水産業中国四国農政局愛媛統

計事務所西条出張所１９８２

産地文化振興計画一伊予三島・川之江地域一

愛媛県社会経済研究団１９８２

川之江市誌川之江市１９８４

文化時報1985盛夏号．仲秋号．1986盛夏号

川之江市文化協会

〔伊予三島市〕

郷土史年表伊予三島市100年のあゆみ伊予三

島市教育委員会１９７３

伊予三島市の歴史と伝説合田正良・合田一慶

１９７６

伊予三島市史上巻（1984）中巻（1986）下巻

（1986）伊予三島市

ソーシアル・リサーチ第３号（1974）～第１２

号（1985）＋伊予三島ソーシアル・リサー

チ研究会

愛媛伊予三島伊予三島市観光協会

〔新宮村〕

３０年のあゆみ新宮村新宮村１９８４

〔土居町〕

土居町振興計画（改訂版）土居町１９７９

どい1979年町勢要覧土居町１９８０

士居町の農林水産業中国四国農政局愛媛統計

情報事務所西条出張所１９８１

±居町誌町政30周年記念土居町教育委員会

１９８４

いよどい土居町観光協会

〔別子山村〕

別子銅山川崎英太郎１９８０

別子銅山年表別子銅山親友会１９８１

別子山村史別子山村史編纂委員会１９８１

〔新居浜市〕

愛媛県新居郡誌愛媛県新居郡役所１９２３

新居浜産業経済史新居浜市１９７３

別子鉱山鉄道略史別子銅山記念館１９７３

最新版新居浜（全域図）塔文社１９７９

地名の由来新居浜新居浜市教育委員会１９８０

新居浜市史新居浜市史編墓委員会１９８０

郷土史談第６号（1976)～第138号(1987)＋

新居浜郷士史談会

にいはま新居浜市・観光協会

鴻上弥三郎翁と船木の風土記新居浜郷士史談

会１９７６

〔西条市〕

伊予西条藩史．小松藩史秋山英一１９３１

西条市誌久門範政１９６６

西条市誌編蕊余録久門範政１９７３

八堂山八堂山遺跡発掘調査報告書長井数秋

１９７２

氷見経塚古墳発掘調査報告書長井数秋１９７６

市民意識調査結果報告書西条市１９７８

西条市総合計画基本構想西条市１９７９

西条ののり中国四国農政局愛媛統計情報事務

所西条出張所１９７９

西条臨海工業用地西条市１９８０

諏鰯､曝・

綴露嶋、
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西条の文化財改訂版西条市教育委員会
１９８１

西条市の農林水産業中国四国農政局愛媛統計

情報事務所西条出張所１９８１

西条1981年市勢要覧西条市

祭ケ岡古墳発掘調査報告書西条市教育委員会
１９８２

西条の民話と伝説第１集（1985）第２集

（1985）西条市教育委員会

管内の農林水産業中国四国農政局愛媛統計情

報事務所西条出張所１９８５

喜多浜みこし藤田駿一１９８５

注釈西条誌矢野益治１９８２

四国の中心都市をめざす西条西条市

〔東予市〕

庄内村誌庄内村誌編纂委員会１９５６

周桑史談第１号（1956）～第３号（1958）

周桑史談会

明治百年記念周桑の文化財豊周桑郡公民館連絡

協議会１９６９

ふるさと三芳ふるさと三芳編集委員会１９８４

東予市の文化財東予市教育委員会１９８４

周布村誌周布村誌編集委員会１９７８

新居・周桑の林業中国四国農政局愛媛統計情

報事務所西条出張所１９８０

〔小松町〕

ふるさとめぐり小松町文化財讃本小松町教

育委員会１９８０

郷土の民話１．２（1970）小松高等学校家政

科

〔丹原町〕

お寺のはなし丹原町仏教会１９８１

田野村誌田野村誌編纂委員会１９５７

周桑の岩石玉井粛一１９６８

ふるさと歴史探訪資料田野公民館１９８０

丹原町の農林業中国四国農政局愛媛統計情報

’事務所西条出張所に1982

〔今治市〕

今治市誌今治市１９４３
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伊予の今治森光繁196O

今治史談今治史談会１９６５

唐子台遺跡群今治市教育委員会１９７４

宮ノ内遺跡今治市教育委員会１９７６

松山領波止浜町町方覚日記斉藤正道１９７７

今治の文化財今治市教育委員会１９７８

治平谷11号墳今治市教育委員会１９７９

最新版今治市（全域図）塔文社１９７９

流通拠点都市整備基本計画今治市１９７９

目で見る市政教室今治市１９７９

今治市の統計昭和54年版・昭和59年版・昭

和60年版今治市

市政概要昭和55年版今治市議会事務局

いまばり今治市市制60周年記念市政要覧

今治市１９８０

昭和54年度研究要録第29集今治市教育研

究所198O

今治の歴史散歩斉藤正道１９８０

今治城今治市198O

今治勤労者野外活動施設雇用促進事業団
１９８０

いまばり郷土芸能獅子舞今治地方観光協会

いまばり観光と産業今治市１９８０

いまばりの物産今治市

今治の歴史散歩再版斉藤正道１９８１

今治夜話・続今治夜話・小松邑志伊予史談会
１９８１

鍵創刊号（1983）～第７号（1986）＋

今治総合文化研究所

今治商工会議所八十年史今治商工会議所
１９８４

今治の歴史今治市教育委員会１９８５

〔朝倉村〕

鴨部村誌鴨部村

あさ<らの史跡めぐり朝倉中央公民館１９８０

朝倉村の農林業中国四国農政局愛媛統計情報

事務所今治出張所１９８２

朝倉村誌上巻・下巻朝倉村１９８６

〔玉川町〕

たまがわ1979年町勢要覧玉川町１９７９

玉川町の林業中国四国農政局愛媛統計情報事
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務所今治出張所１９８１

にぶかわ鈍川温泉玉川町

〔波方町〕

なみかた誌波方町１９６８

ふるさとなみかた歴史と民俗波方町教育委

員会１９７７

なみかた1979年町勢要覧波方町

なみかたのふるさとめぐり波方町教育委員会

１９８３

〔大西町〕

大西町誌大西町教育委員会１９７７

おおにし1981年町勢要覧１９８１

怒麻（大西史談会誌）第１号（1979）～第８号

（1986）＋（欠第３号（1981)）大西町史談会

おおにし第173号～第177号（1985）＋大西

町教育委員会

〔菊間町〕

菊間町誌菊間町誌編纂委員会１９７９

菊間の養豚中国四国農政局愛媛統計情報事務

所今治出張所１９７９

菊間町の農林水産業中国四国農政局愛媛統計

事務所今治出張所１９８０

〔吉海町〕

えひめ大島「吉海町

吉海町の農林水産業中国四国農政局愛媛統計

情報事務所今治出張所１９８３

〔宮窪町〕

伊予水軍と能島城跡鵜久森経峰１９３９

郷土誌（写）宮窪町１９８０

村勢調査書（写）宮窪町198O

宮窪町農林水産業中国四国農政局愛媛統計情

報事務所今治出張所１９８５

〔伯方市〕

伯方島誌北浦小学校郷士クラブ１９６７

〔魚島村〕

うおしま1978年．1984年村勢要覧魚島村

〔弓削町〕

弓削町史考弓削町教育委員会１９７４

ゆげ町制27周年記念町勢要覧弓削町

１９７９

弓削島荘の歴史山内譲１９８５

〔岩城村〕

伊予岩城島の歴史上巻岩城村教育委員会

１９７０

続伊予岩城島の歴史岩城村教育委員会１９７１

いわぎむら戦後30年の歩象岩城村１９７８

ふる里いわぎ散歩みち岩城村１９８０

瀬戸内海国立公園いわぎ岩城村観光協会

〔上浦町〕

愛媛県上浦町誌上浦町１９７４

わが町わが上浦1980年上浦町勢要覧上浦町

上浦のこみち杉野昌三１９８１

上浦町の農業中国四国農政局愛媛統計情報事

務所今治出張所１９８２

３０年のあゆみ上浦町合併３０周年上浦町

１９８４

〔大三島〕

大三島1966年．1969年・1976年．1980年

町勢要覧大三島町

大三島町振興総合計画基礎資料大三島町

１９７２

大三島町振興総合計画（第２次策定）大三島

町１９７８

大三島少年自然の家大三島町教育委員会

１９７３

大山祇神社について松岡進１９８０

大三島町の農林水産業中国四国農政局愛媛統

計情報事務所今治出張所１９８１

ﾉ癒剛聴､、

,#癒藤、



名 備付場所

昭和62年度新規及び中止購読雑誌リスト

書道ジャーナル 教育書道

商事法務法文法学

ソシォロゴス 法文人間科学

数学セミナー 教養情報科学

数学セミナー増刊教養情報科学

数学セミナー別冊教養情報科学

食べ物通信教育家庭

東方学教養歴史

東洋史研究教養歴史

問答式農地の法律実務図書館

ＡＣ.Ｍ､SIGCSEBulletin、教養情報科学

ＡＣ.Ｍ､SIGPLANNotices､教養情報科学
Ａ、Ｃ・Ｍ・ＳIGSIMSimmulation・

教養情報科学

AmericanBanker・ 法文法学

AmericanJournalofSociology・

法文人間科学

AmericanSociologicalReview・

法文人間科学

AnthropologyToday・ 教養文化人類学

BankersMagazine・ 法文法学

BankingLawJournal・ 法文法学

BritishJournalofSociology・法文人間科学

BritishJournalofSociology
ofEducation・ 教育教育

CanadianJournalofEarthSciences・

教養地学

ChemicalGeology・ 教養地学

ClassiCalandQuantumGravity・

教養物理学

CognitiveDevelopment．（AblexPub.）

教育幼稚園

Computers＆Fluids・ 工学制御工学

ContributionstoMineralogyand

Petrology・ 教養地学

Criticallnquiry・ 教養英語

CulturalAnthropology．（Ａｍｅ・

AnthropologicalAssoc.）教養文化人類学

Culture，MedicineandPsychiatry・

教養文化人類学

○新規雑誌

bit 教養

bit別冊教養

bit臨時増刊、教養

文学教養

文学教養

季刊文学・語学教育

文学評論（ＷＥＮＸＵＥＰＩＮＧＬＵＮ）

教育

文学遺産（ＷＥＮＸＵＥＹＩＣＨＡＮ）

本館

情報科学

情報科学

情報科学

文学

英語

国語

垂
恥

伽

'蕊鰯＄

地球

地質ニュース

ComputerToday

ComputerToday

学習情報研究

判例時報

季刊児童文学批評

かくしん

計測自動制御学会論文集

江漢考古

国民生活

教育科学国語教育

ＮＨＫラジオドイツ語

ＮＨＫテレビ英語会話Ⅱ

日本児童文学

日経メディカル

パリティ

北京大学学報

レファレミ／ス

洗濯の科学

市場史研究

心理学研究

史林，

システムと制御

書道評論

教育国語

教育地理

教育地理

教育実践センター

教養情報科学

教育実践センター

法文法学

教育家庭

教養政治学

工学制御工学

法文日東文化

教育家庭

教育聴覚言語

教養英語

教養英語

教育家庭

法文人間科学

工学応用物理

法文日東文化

法文人間科学

教育家庭

法文経済学

教育養護

法文日東文化

工学制御工学

教育書道

国語

'燕隠､、
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CurrentTopicsinEarlyChildhood

Education・ 教育幼稚園

DissertationesMathematica．（Warsaw）

教養数学

EarlyChildDevelopmentandCare・

教育幼稚園

EuropeanJournalofSociology・

法文人間科学

FamilyLawQuarterly・ 法文法学

GeneralRelativityandGravitation．

理学物理学

GeochimicaetCosmochimicaActa，

教養地学

1.s.Ａ､Transactions．（Instrument

SocietyofAmerica）工学制御工学

InstituteofMeasurmentandControl

Transactions・ 工学制御工学

InternationalJournalofControl・

工学制御工学

InternationalJournalforNumerical

MethodsinFluids・ 工学制御工学

InternationalJournalofRobotics

Reserch．工学制御工学

JapaneseJournalofAppliedPhysics・

工学物性工学

JournalofClimatology・ 法文人間科学

JournalofEducationalTechnology

Systems・ 教育実践センター

JournalofHealthandSocialBehavior・

法文人間科学

JournalofMarketingResearch

教養心理学

JournalofMarriage＆Family・

法文法学

JournalofPetrology・ 教養地学

JournalofPhonetics・ 教育英語

JournalofSociallssues・ 教育家庭

JournalofSocialPsychology・

教養心理学

Ｌａｗ＆SocietyReview． 法文法学

Lloyd，sMaritime＆Commercial

LawQuarterly， 法文法学

MathematicalNotes・ 教養数学

MeasurementandControl・工学制御工学

NaturalProductUpdates・教養化学

Neotectonics・ 教養地学

NewLeftReview・ 法文欧米文化

Newsweek．工学通信工学

NuclearFusion・ 理学物理学

PhysicsEducation・ 教育物理学

PianoQuarterly・ 教育幼稚園

ProgressinHumanGeography・

教養地理学

Ｑ＆AinGeneralTopology・教養数学

SchoolOrganization・ 教育教育

SchoolPsychologyReview，教育幼稚園

ScientificAmerican・ 工学応用物理学

SexRoles：AJournalofResearch・

教育家庭

SocialProblems・ 法文人間科学

SocialScience＆Medicine、法文人間科学

SportSearch．（Sportlnformation

ResourCeCenter）教育体育

TrustsandEstates・ 法文法学

TurboTechReport．教養情報科学

Ｗ、Ｓ、１．Mitteilungen・ 教養経済学

WirtschaftundStatistik．教養経済学

Ｙeast・ 理学生物学

YoungChildren・ 教育幼稚園

医学部分館

細胞工学生化学

HospitalandCommunityPsychiatry・

神経精神医学

JournalofCellBiology．解剖学第二

農学部分館

アスキーASCII農業環境工学

Ambio・ 環境化学

JournalofContaminantHydrology・

図書館

PhyscsandChemistryrofMinerals、

土壌学・肥料学

Yeast．生物化学

／H慰蕊税．

〆鰯露、
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○中止雑誌

本館’

Aging（エイジング）

アジアクォータリー

文物天地

文学界

地域

中央民族学院学報（ＺＨＯＮＧＹＡＮＧＭＩＮＺＵ

ＸＵＥＹＵＡＮ）

電子科学

電子科学別冊

英語学

学術研究（XUESHUYANJIU）

学術月刊（ＸＵＥＳＨＵＹＵＥＫＡＮ）

学術月報増刊

学習与探索

現代経済

俳句

悠（ＨＡＲＵＫＡ）

発達

発達別冊

保育ノート

ホームルーム

実存主義

住民活動

科学技術文献速報物理・応用物理編

科学技術文献速報電気工学編

科学の領域増刊

華東師範大学学報（JournalofEastChina

NormalUniversity）

経済学論集

経済学雑誌

光学

江准論壇（ＪＩＡＮＧＨＵＡＩＪＵＮＴＡＮ）

考古（KAOGU）

甲骨学

教育音楽小学版／中学・高校版別冊

マイコン別冊

マイコンＢＡＳＩＣマガジン

名作欣賞

民族文化（ＭＩＮＺＵＷＥＮＨＵＡ）

ＮＨＫ趣味講座ベストゴルフ

日本の:美学

日本歴史

日工マテリアル

卿

ニューズウィーク（日本語版）

パーゴルフ

歴史地理教育

歴史倍案（LISHIDANGAN）

留学と会話

世界経済評論別冊（国際経済）

世界の地理（週刊朝日百科）

伸銅技術研究会誌

障害者教育研究

食品工業

トランジスタ技術別冊

ウィリアム・フォークナー

幼児と音楽

AmericanPsychologist・

AppliedMechanicsReviews・

AppliedScientificResearch・

BulletinoflnformaticsandCybernetics・

CombustionScienceandTechnology・
CurrentSociology・

DevelopmentalReview・

EIectronicEngineering・

ErgodicTheoryandDynamicalSystems・
ＦｉｒｅＳafetyJournal・

GeologicalSocietyofAmericaBulletin・Ｐｔ､１．

GeophysicalandAstrophysicalFluidDyna‐
ｍｌｃｓ・

HistoricalStatisticsoftheUnitedStates・

ＨｕｍａｎDevelopment．

I．Ｅ、Ｅ・Proceedings，Ａ、Ｆ、Ｈ・

I．Ｅ、Ｅ、Ｅ・Transactionsonlnformation

Theory・

InternationalJournalofBehavioralDevelo‐

ｐment・

InternationalJournalofEngineeringScience・

JournalofAgriculturalandFoodChemistry・
JournalofExperimentalPsychology，Learn‐
ing,MemoryandCognition・

JournalofFoodScience・

JournalofPlasmaPhysics・
MechanicsandMaterials・

PerceptualandMotorSkilL

Phonetica・

ＰｈｙｓｉｃｓｏｆＦluids，

PsychologyToday・

ReviewofScientifiClnstruments．Ｎ・Ｓ

Ｒｅｖｕｅｄｅｌ，HistoiredesReligions．



剛

Ｓ、１．Ａ．Ｍ・TheoryofProbabilityandits

AppliCation・

SovietJournalofPlasmaPhysics・

StochasticProcessesandTheirApplications・
ＷａｖｅMotion・

Wirtschaftswoche．

医学部分館

蛋白質・核酸・酵素増刊

Circulation・

GynecologicOncology・

JournalofPsychiatricResearch・

LangenbecksArchivfurChirurgie．

農学部分館

バイオインダストリー

bit

人と国士

人と国士増刊

お知

◎新入生に対する図書館利用証の交付について

本学の図書館を利用するためには，図書館利用

証が必要です。

新入生（院生・専攻生・研究生・聴講生・編入

生及び留学生を含む）の方は下記の期間に全員も

れなく交付申請書を提出し，利用証の交付を受け

て下さい。

申請書の用紙は閲覧係のカウンターに用意して

あります。

なお，申請書の記入にあたっては，カウンター

上の記入例をよく見て誤りのないよう記入して下
さい。

申請書提出期間（学生証が必要です）

４月１３日（月）から４月２５日（土）まで

利用証交付期間（学生証と印鑑が必要です）

５月６日（水）から５月２０日（水）まで

※取扱時間はいずれも

月～金は，９時から１７時まで

士は，９時から１２時30分まで

◎ロッカー使用上の注意

図書館の自由閲覧室（１Ｆ）以外の各室（開架

室・参考図書室・教科書閲覧室・文庫室及び書

庫）に入室するときは，袋物・カバン・手荷物等

の持込みは出来ませんので必ずロッカーを使用し

科学

農業技術

農村計画

林政

月刊細胞

施工技術

食の科学

国士法関係質疑応答集

EnvironmentalPollution，Ａ・Ｂ

ＩＥ.Ｅ､Ｅ・TransactionsonAutomaticControl．

I．Ｅ、Ｅ，Ｅ・Transactionsonlnstrumentation

andMesurement．

I．Ｅ、Ｅ，Ｅ・TransactionsonSystems，Ｍａｎ＆

Cybernetics・

PhytopathologischeZeitschrift，

ProceedingsoftheSocietyforExperimental

BiologyandMedicine・

SoilandWaterConservationNews．

らせ＝

て下さい。

ロッカーの使用は図書館を利用する場合に限

り，「ロッカー使用簿」に所属・氏名・ロッカー

番号を記入し使用して下さい。

使用後は，必ず各自で使用簿にチェックし，鍵

を所定の場所に返して下さい。

図書館利用以外の目的で使用することや，鍵の

持出しは厳禁します。

なお，鍵の使用は当日限りです。

○愛媛大学記念文庫について

昭和61年１０月から昭和62年３月までの間に御

寄贈いただいた著書は次のとおりです。

。クリスタルドイツ語の俳句集

藤田菖園著青葉図書１９８６

ｏロザリヨ記録

ユアン・デ・ルエダ著

翻字註：三橋健‘宮本義男

ｏＲｉｍｂａｕｄアルチュール・ランポー

ピエール・プチフィス著

中安ちか子．湯浅博雄訳筑摩書房］L986

愛媛大学附属図書館報「図書館だより」

第２３号昭和62年３月２５日発行

発行愛媛大学附属図書館

松山市文京町３番
TelO899-24-7111

ﾉ鰯露増。
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